
起立時正面写真

■「いであ」河川構造物設計について

■SR堰の特長および構造概要

米国オーベルマイヤー社が開発しました。わが国においては河道特性に適応
する改良を加え、進化をとげてきています。

開 発 元

施 工 実 績 欧・米で多くの実績を有し、わが国では、約50件の実績が有ります。

材質・構造
メイン部材を、鋼製扉体(Steel)とゴム引空気袋(Rubber)とし、圧縮空気を給気

・排出することで起立・倒伏を行います(右の模式図は大久保堰の例です)。

特 長

・扉体天端を任意の水位に設定することができ、変動する流況に対し、安定し
た水位(流量)制御が可能
・流れを乱さない扉体形状と、スポイラー等の取り付けにより、振動・Vノッチの
発生が生じず、安定した放流が可能
・鋼製扉体で、転石・流木から空気袋を保護し、安全・耐久性に優れる
・長径間ゲートでも複数のユニットに分割することにより、輸送・据付が容易で
施工性・経済性に優れる
・軽量であるため、固定堰の天端やダムのクレスト部、既存の鋼製ゲート上の
子ゲートとして設置が可能

起立時模式図

倒伏時模式図

ユニット

径　間

※空気袋・扉体を１ユニットとし、堰を構成ユニット

径　間

■河道計画の検討、立案、魚類の生態調査・分析、環境の評価・保全、復元などに、豊富な経験と知識を有し、トータルな設計を

手がけている会社です。

■歴史、文化・風土、景観、機能と経済性の調和を図った河川構造物（堰、水門・樋門・樋管、排水機場、築堤・護岸等）の計画・

設計において、先駆的な取り組みを行い、数多くの設計実績を有しています。

河川構造物設計のスタンス

■堰周辺の河道計画や動植物・魚類調査、分析から堰実施設計までを一貫してできる会社です。

■堰や水門の操作規則の策定や遠隔監視・操作設備設計などの各種ソフト・ハードの計画・設計を実施します。

■堰の附帯施設である魚道設計では、調査、設計、工事中に至る全てのプロセスにおいて環境への配慮を同時並行でサポート

します。

■米国ＳＲ堰の視察やＳＲに関する委員会への技術資料の提供等、様々な研究・研鑽を重ねております。

堰の計画・設計

■堰の計画・設計では、目的、河道特性、河川構造令等の要求基準を踏まえて、合理性の追求やライフサイクルコストの縮減を

図れるゲート構造等について検討し、設計に反映する取り組みを行っています。

■ゴム堰、鋼製堰、ＳＲ堰など全ての堰設計に精通しています。特にＳＲ堰に関しては、導入の段階から関与し、大規模なＳＲ堰の設

計においても多くの実績を有しています。

■わが国で初めての大規模ＳＲ堰詳細設計を、一級河川雄物川（東北）で実施しました。

■レベル２地震動にも対応して検討・設計ができる技術者を配置しています。

新技術への対応
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合理性の追求やライフサイクルコストの縮減が可能
な堰構造の検討および設計を行っています。
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Infrastructure
建設事業における総合的支援

道路・交通・都市計画

河川計画・海岸保全計画
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【お問い合わせ先】
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本 社

国 土 環 境 研 究 所

環 境 創 造 研 究 所

大 阪 支 社

沖 縄 支 社 ／ 沖 縄 支 店

札 幌 支 店

東 北 支 店

名 古 屋 支 店

中 国 支 店

四 国 支 店

九 州 支 店

〒154-8585　　東京都世田谷区駒沢 3-15-1

〒224-0025　　神奈川県横浜市都筑区早渕 2-2-2

〒421-0212　　静岡県焼津市利右衛門 1334-5

〒559-8519　　大阪府大阪市住之江区南港北 1-24-22

〒900-0003　　沖縄県那覇市安謝 2-6-19

〒060-0062　　北海道札幌市中央区南二条西 9-1-2（サンケン札幌ビル）

〒980-0012　　宮城県仙台市青葉区錦町 1-1-11

〒455-0032　　愛知県名古屋市港区入船 1-7-15

〒730-0841　　広島県広島市中区舟入町 6-5

〒780-0053　　高知県高知市駅前町 2-16(太陽生命高知ビル)

〒812-0055　　福岡県福岡市東区東浜 1-5-12 〔2009.7〕

【業務実績】

用途 発注機関所在地 実施年月施設名称

下 の 井 堰

大 久 保 堰

大 久 古 堰

湯沢管内堰

矢 懸 井 堰

河川名施設規模

34.60×2.80×1

31.60×1.45×4

36.90×2.77×2

28.80×3.00×4

31.20×2.32×3

徳須恵川

雄 物 川

宮 川

雄 物 川

小 田 川

佐賀県

秋田県

岐阜県

秋田県

岡山県

国土交通省 武雄河川事務所

国土交通省 湯沢河川国道事務所

岐阜県 古川土木事務所

国土交通省 湯沢河川国道事務所

岡山県 備中県民局

2003.3  予備設計

2003.1  詳細設計  2005.3 竣工

2005.10 詳細設計  2008.3 竣工

2006.3  詳細設計

2008.7  詳細設計

取水

取水

取水

取水

取水

大久保堰（東北地方整備局 湯沢河川国道事務所）完成写真

～雄物川上流「大久保堰設計」の特徴～

■堰周辺の河道計画検討、堰改築の必要性検討、堰設置位置の検討等を基に、堰構造形式の検討やＳＲ堰の設計

をはじめ施工段階まで、すべてにわたり先進的な設計としています。

■小規模な出水でも大きく変動する河川水位に対し、左岸魚道の呼び水水路に魚道等の流況を調整(自動操作)

できるＳＲゲートの設置を提案し、その施設設計を実施しました。

■堰ゲート操作規則を検討しまとめました。また、堰ゲート遠隔監視・操作設備について設計を実施しました。

■当堰における設計や現地試験を通して得られた知見は、（財）国土技術研究センターが発行した「鋼製起伏堰（ゴ

ム袋体支持式）設計指針(一次案)」に反映されております。

土木施設諸元 SR堰諸元

護 床 工

水 叩

堰 本 体

魚 道

全幅、長さ

上流側：10ｍ　下流側：50ｍ

上流側：10ｍ　下流側：10ｍ

全幅130ｍ（４径間）、長さ8.0ｍ

厚さ（質量）

3ｔ型ブロック

0.9ｍ

2.5m~0.9m

右岸側：アイスハーバー式魚道
　　　　　　　B=3.0m（側面、底面粗石付）、L=50ｍ
左岸側：粗石付斜路式魚道（呼び水水路SRゲート付き）
　　　　　　　B=20ｍ、L=173ｍ

門 数

純 径 間

有 効 高

設 計 水 深

１ 径 間 当 り
ユ ニ ッ ト 数

本川ゲート

４門

31.600m

1.450m

1.950m

6ユニット

呼び水水路調整ゲート

1門

2.000m

0.675m

1.175m

1ユニット

SRゲートSRゲートSR堰本体SR堰本体

呼び水水路呼び水水路

SRゲート

粗石付斜路式魚道粗石付斜路式魚道

湯沢河川国道事務所提供

SRゲート

アイスハーバー式魚道

SR堰本体

呼び水水路

粗石付斜路式魚道

アイスハーバー式魚道

SR堰本体

呼び水水路

粗石付斜路式魚道

SRゲート

■大規模SR堰設計事例
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